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巻
百
九
十
七 

  
 

バ
ロ
ー
ス 

   
 
 
 
 

一 
  

一
九
七
三
年
の
一
月
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
紙
「
日
本
情
報
産
業

新
聞
」
は
十
五
日
付
第
三
面
ト
ッ
プ
で 

  

バ
ロ
ー
ス
、
年
末
に
痛
手 

 
 
 

英
銀
行
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
乗
り
換
え 

 
 
 
 
 
 
 

と
た
ん
に
株
価
も
ダ
ウ
ン 

  

と
い
う
記
事
を
載
せ
た
。 

  

昨
年
暮
れ
、
バ
ロ
ー
ス
社
と
英
国
銀
行
を
め
ぐ
る
話
し
合
い
が
物

別
れ
に
終
わ
り
、
バ
ロ
ー
ス
側
に
と
っ
て
は
悲
し
い
年
の
瀬
と
な
っ

た
。
つ
ま
り
バ
ー
ク
レ
イ
銀
行
が
、
同
銀
行
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ブ
ラ

ン
チ
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
中
心
機
と
し
て
設
置
し

て
い
た
Ｂ
６
７
０
０
を
は
ず
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
入
れ

る
こ
と
を
決
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

バ
ー
ク
レ
イ
銀
行
が
な
ぜ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
選
ん
だ
の

か
、
バ
ロ
ー
ス
社
に
い
わ
せ
る
と
、
そ
の
理
由
は
き
わ
め
て
根
拠
の

浅
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
銀
行
は
セ
ン
ト
ラ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
を
や
ろ
う
と
し
て
お
り
、
従
来
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ

マ
シ
ン
五
台
、
バ
ロ
ー
ス
・
マ
シ
ン
三
台
を
使
っ
て
い
た
。
従
っ
て

今
後
全
マ
シ
ン
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
バ
ロ
ー
ス
社
の
い
い
分
は
負
け
犬
の
遠
吠
え
に

す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
と
っ
て
は
マ
ー
ケ
ッ
テ 

ィ
ン
グ
上
の
大
き
な
勝
利
で
あ
り
、
バ
ー
ク
レ
イ
銀
行
に
と
っ
て
は
、

従
来
の
計
画
の
失
敗
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ

バ
ー
ク
レ
イ
銀
行
を
失
っ
た
こ
と
は
、
バ
ロ
ー
ス
社
に
は
痛
手
で
あ

り
、
同
銀
行
と
同
様
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
を
進
め
て
い
る
ミ
ッ
ド

ラ
ン
ド
銀
行
を
も
失
う
お
そ
れ
さ
え
出
て
き
た
。 

 

バ
ロ
ー
ス
社
に
と
っ
て
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
こ
の
件
が
契
機
と

な
っ
て
同
社
の
大
型
機
に
ケ
チ
が
つ
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
バ

ー
ク
レ
イ
銀
行
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
マ
シ
ン
に
換
え
た
ニ
ュ
ー
ス
が
米
国
に
流

れ
る
と
、
バ
ロ
ー
ス
の
株
価
は
下
が
っ
た
。
単
に
英
国
で
ひ
と
つ
の

顧
客
を
失
っ
た
以
上
の
影
響
力
を
こ
ん
ど
の
事
件
は
も
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

  

Ｂ
６
７
０
０
は
主
記
憶
容
量
に
お
い
て
広
い
レ
ン
ジ
を
カ
バ
ー
し
、
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か
つ
最
上
位
モ
デ
ル
で
は
他
社
を
圧
倒
す
る
性
能
と
規
模
を
誇
っ
て

い
た
。
Ｏ
Ｓ
は
「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
」
と
い
う
名
称
だ
っ
た
。
仮
想
メ
モ
リ
ー

や
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
機
構
、
マ
ル
チ
タ
ス
ク
な
ど
を
標
準
と
す

る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
採
用
し
て
い
た
点
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
の
先
を

い
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
基
礎
は
一
九
六
一
年
に
発
表
さ
れ
た
「
Ｂ
５
５
０
０
」
と
い

う
真
空
管
式
の
計
算
機
だ
っ
た
。 

 

設
計
し
た
の
は
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ト
ン
と
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ

る
。
評
伝
は
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
。
二
十
世
紀
を
生
き
、
同
社

の
副
社
長
ま
で
務
め
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
い
つ
、
ど
こ
で
生
ま

れ
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
な
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
。 

 

分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。 

  

・
本
を
読
ま
な
か
っ
た 

 

・
学
会
に
出
な
か
っ
た 

 

・
自
分
が
使
う
机
は
自
分
で
作
っ
た 

 

・
仕
事
を
す
る
の
は
一
年
に
六
か
月
間
だ
っ
た 

 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
す
べ
て
の
概
念
を
作
っ
た
。 

  

第
二
次
大
戦
の
前
、
日
本
で
は
黒
澤
商
会
が
バ
ロ
ー
ス
社
の
統
計

会
計
機
を
扱
っ
て
い
た
。
戦
後
、
黒
澤
商
会
は
本
社
ビ
ル
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
接
収
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
事
業
は
事
実
上
中
断
し
て
い

た
。
こ
の
た
め
バ
ロ
ー
ス
社
は
新
し
い
代
理
店
を
必
要
と
し
て
い
た
。 

 

一
九
五
二
年
の
こ
と
、
大
阪
市
小
松
原
に
建
設
機
材
の
輸
入
販
売

を
行
う
「
水
道
土
木
株
式
会
社
」
と
い
う
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
創

業
者
は
同
じ
く
大
阪
に
あ
っ
た
浅
野
商
店
の
敏
腕
営
業
マ
ン
と
し
て

鳴
ら
し
て
い
た
鍵
谷
武
雄
と
い
う
人
で
あ
る
。 
 

建
設
機
材
の
輸
入
販
売
を
す
る
中
で
、
バ
ロ
ー
ス
と
い
う
計
算
機

の
メ
ー
カ
ー
が
日
本
総
代
理
店
を
探
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

た
。
き
っ
か
け
は
神
戸
の
貿
易
会
社
に
勤
め
て
い
た
後
藤
京
子
と
い

う
女
性
の
紹
介
だ
っ
た
。 

 

こ
の
二
人
は
以
後
、
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

つ
い
で
な
が
ら
後
藤
京
子
に
つ
い
て
記
す
と
、 

 

―
―
と
に
か
く
美
人
だ
っ
た
。 

 

と
誰
も
が
一
様
に
言
う
。
の
ち
の
姓
は
「
栃
本
」。 

 

神
戸
の
名
家
に
生
ま
れ
、
海
外
で
の
暮
ら
し
が
長
か
っ
た
。
帰
国

し
、
神
戸
女
学
院
に
通
っ
た
。
そ
の
と
き
か
ら
才
媛
で
知
ら
れ
て
い

た
。
ク
イ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
流
暢
に
操
っ
た
。
外
交
官

だ
っ
た
父
親
の
関
係
で
、
ア
メ
リ
カ
産
業
界
に
知
己
が
多
い
。 

 
後
藤
京
子
の
紹
介
を
受
け
た
鍵
谷
は
た
だ
ち
に
行
動
し
、
会
社
設

立
か
ら
半
年
後
に
バ
ロ
ー
ス
社
と
代
理
店
契
約
を
結
ん
だ
。
と
こ
ろ

が
当
時
の
バ
ロ
ー
ス
社
の
マ
シ
ン
は
会
計
機
の
域
を
出
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
の
一
員
と
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。 
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次
い
で
鍵
谷
は
、「
水
道
土
木
」
の
社
名
を
「
高
千
穂
交
易
」
と

改
め
た
。「
高
千
穂
」
と
は
『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
が
記
す

天
孫
降
臨
の
聖
な
る
山
の
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。 

 

戦
後
最
初
の
好
況
を
「
岩
戸
景
気
」
と
称
し
た
の
で
、 

 

―
―
し
か
ら
ば
次
は
高
千
穂
に
違
い
な
い
。 

 

と
思
い
立
っ
た
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
に
強
い
マ
シ
ン
、
と
い
う
定

評
か
ら
、
早
く
に
金
融
機
関
で
採
用
が
進
ん
だ
。
為
替
取
引
に
使
う

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
が
バ
ロ
ー
ス
社
の
マ
シ
ン
だ
っ
た
。 

 

高
千
穂
交
易
も
急
速
に
事
業
規
模
を
拡
大
し
た
。
富
士
通
が
バ
ロ

ー
ス
社
に
技
術
提
携
を
打
診
し
、
そ
の
交
渉
を
仲
立
ち
し
、
さ
ら
に

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
機
を
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
し
た
一
九
六
七
年
か
ら
以
後
が
、

最
も
華
々
し
い
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

  
 
 
 
 

二 
  

当
時
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
も
の
か
と
探
し
て
い

る
う
ち
、
八
木
俊
昭
と
い
う
人
物
に
行
き
当
た
っ
た
。
二
〇
〇
四
年

三
月
現
在
、
東
京
・
江
戸
川
橋
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ー
ブ
と
い
う
会

社
の
専
務
を
務
め
て
い
た
。
元
高
千
穂
交
易
取
締
役
産
業
シ
ス
テ
ム

事
業
本
部
長
だ
っ
た
。 

 

「
何
番
だ
っ
た
か
忘
れ
た
が
、
社
員
番
号
が
一
け
た
だ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
」 

と
い
う
。 

 

北
海
道
の
日
高
に
生
ま
れ
、
札
幌
工
業
大
学
を
卒
業
し
て
高
千
穂

交
易
に
入
っ
た
。 

 

「
設
立
二
年
目
で
し
た
け
れ
ど
、
も
う
札
幌
に
営
業
所
が
あ
り
ま

し
た
。
北
海
道
と
い
う
と
こ
ろ
は
建
設
・
土
木
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で

ね
」 

 

八
木
は
し
ば
ら
く
札
幌
営
業
所
に
勤
務
し
た
が
、
入
社
し
た
翌
五

四
年
、
東
京
に
転
属
と
な
っ
た
。
バ
ロ
ー
ス
社
の
会
計
機
を
売
る
の

が
仕
事
に
な
っ
た
。 

 

「
計
算
機
な
ん
て
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
ユ
ー
ザ

ー
が
分
か
っ
て
く
れ
た
」 

 

た
っ
た
一
人
の
営
業
部
が
こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
九
六
一

年
五
月
に
発
表
し
た
「
Ｂ
５
０
０
０
」
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
に
参

入
す
る
最
初
の
一
歩
に
な
っ
た
。 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
都
市
銀
行
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス

テ
ム
構
築
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
波
が
地
方
銀
行
に
及
び
、
さ
ら
に
相

互
銀
行
や
信
用
金
庫
に
広
ま
っ
た
。
地
銀
以
下
の
中
小
金
融
機
関
が
、

バ
ロ
ー
ス
機
の
得
意
先
に
な
っ
た
。 

 
六
五
年
四
月
に
は
産
業
・
情
報
機
器
部
門
を
分
社
し
て
「
株
式
会

社
シ
ー
・
エ
ス
・
シ
ー
」
を
、
六
八
年
十
二
月
に
周
辺
機
器
部
門
を

分
社
し
て
「
日
本
エ
ム
・
デ
ィ
・
エ
ス
株
式
会
社
」
を
、
さ
ら
に
日
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本
証
券
金
融
を
母
体
に
発
足
し
た
計
算
セ
ン
タ
ー
「
日
本
電
子
計
算
」

に
出
資
し
、
独
自
の
計
算
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
株
式
会
社
高
千
穂
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
て
い
た
。 

 

高
千
穂
交
易
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
総
数
は
五
千
人
、
七
二
年
度
の

売
上
高
は
五
百
億
円
だ
っ
た
。
六
八
年
度
は
九
十
億
七
千
万
円
だ
っ

た
か
ら
、
五
年
間
で
五
・
五
倍
強
と
い
う
驚
異
的
な
成
長
だ
っ
た
。

規
模
に
お
い
て
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
を
上
回
り
、
富
士
通
信
機
製
造
を

追
撃
す
る
位
置
に
あ
っ
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ク
レ
イ
銀
行
で
の
敗
北
が
報
じ
ら
れ
て
か
ら
十

七
日
目
、
つ
ま
り
七
三
年
の
二
月
一
日
の
こ
と
、
高
千
穂
交
易
に
と

っ
て
四
番
目
の
子
会
社
が
発
足
し
た
。 

 

前
年
、「
営
業
部
」「
技
術
部
」
を
改
組
し
て
「
バ
ロ
ー
ス
部
」

「
未
来
事
業
部
」
が
発
足
し
て
い
た
。
電
子
計
算
機
本
体
の
事
業
と

周
辺
機
器
事
業
を
分
離
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
と
き
か
ら
観
測
筋
は 

 

―
―
年
明
け
に
も
新
会
社
。 

 

と
読
ん
だ
。 

 

―
―
独
立
さ
せ
る
と
す
れ
ば
周
辺
機
器
事
業
部
門
で
あ
ろ
う
。
何

と
な
れ
ば
バ
ロ
ー
ス
部
の
売
上
高
は
二
百
三
十
一
億
円
で
あ
る
。
こ

れ
が
本
体
に
残
る
。 

 

と
い
う
の
は
常
識
的
な
推
測
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
発
表
は
そ
の
予
想
を
完
全
に
裏
切
っ
た
。 

 

独
立
し
た
の
は
電
子
計
算
機
事
業
部
門
だ
っ
た
。 

新
会
社
は
「
高
千
穂
バ
ロ
ー
ス
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
資
本
金
は
親

会
社
が
四
千
万
円
な
の
に
、
新
会
社
は
一
億
七
千
万
円
だ
っ
た
。
当

時
、
日
本
電
気
の
オ
フ
コ
ン
デ
ィ
ー
ラ
ー
最
大
手
だ
っ
た
日
本
事
務

器
で
も
、
資
本
金
は
一
億
八
千
万
円
で
あ
る
。 
 

―
―
何
か
あ
る
。 

 

多
く
の
人
が
そ
う
感
じ
た
。 

 

新
聞
は 

 

「
合
弁
へ
の
下
準
備
か
」 

 

「
取
り
ザ
タ
い
ろ
い
ろ
／
高
千
穂
の
百
％
出
資
だ
が
」 

 

の
大
見
出
し
で
そ
の
背
景
を
報
じ
た
。 

 

バ
ロ
ー
ス
社
か
ら
、
出
資
比
率
五
一
対
四
九
で
合
弁
会
社
を
設
立

す
る
提
案
が
あ
っ
た
。
今
回
の
部
門
分
離
は
そ
の
準
備
に
違
い
な
い
、

と
い
う
の
が
大
半
の
論
調
だ
っ
た
。 

 

社
長
の
鍵
谷
武
雄
は
記
者
会
見
で
、 

 

「
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
資
本
が
自
由
化
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
当
面
は
無
理
」 

 
と
回
答
し
た
も
の
の
、
バ
ロ
ー
ス
社
が
資
本
参
加
す
る
た
め
の
準

備
と
い
う
見
方
は
消
え
な
か
っ
た
。 

 
あ
る
商
社
首
脳
は
言
っ
た
。 

 

「
ア
メ
リ
カ
の
企
業
は
、
金
銭
に
非
常
に
厳
し
い
。
合
弁
会
社
を

設
立
す
る
場
合
、
相
手
の
資
本
金
、
売
上
高
、
企
業
体
質
な
ど
を
調
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べ
、
そ
の
上
で
出
資
額
を
算
定
す
る
。
一
億
七
千
万
円
と
い
う
の
は
、

そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
」 

 
あ
る
外
資
系
メ
ー
カ
ー
の
首
脳
は
言
っ
た
。 

 

「
高
千
穂
交
易
は
税
制
の
問
題
か
ら
バ
ロ
ー
ス
部
門
を
分
離
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。
経
理
処
理
に
つ
い
て
国
税
当
局
か
ら
何
か

指
摘
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」 

 

商
社
首
脳
が
い
う
「
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
」
は
、
や
や
要
領
を

得
な
い
。
外
資
系
メ
ー
カ
ー
首
脳
の
「
指
摘
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
は
あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
。 

 

要
す
る
に
一
億
七
千
万
円
と
い
う
の
は
、
バ
ロ
ー
ス
社
に
少
し
で

も
多
額
の
資
本
金
を
出
さ
せ
る
―
―
つ
ま
り
高
千
穂
交
易
に
よ
り
多

く
の
資
金
が
入
る
よ
う
に
す
る
―
―
た
め
な
の
で
あ
る
、
と
多
く
の

人
が
考
え
た
。 

 

そ
れ
は
大
筋
で
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
。 

 

だ
が
、
鍵
谷
は
も
う
一
つ
の
策
を
用
意
し
て
い
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

鍵
谷
の
戦
略
を
理
解
す
る
に
は
、「
情
報
機
器
商
社
」
と
呼
ば
れ

る
企
業
を
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
期
、
情
報
機
器

商
社
に
活
発
な
動
き
が
あ
っ
た
。 

 

三
菱
商
事
は
総
合
商
社
の
中
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
扱
っ
た
の
は
遅

か
っ
た
が
、
専
門
の
販
売
会
社
を
作
っ
た
の
は
反
対
に
早
か
っ
た
。

三
菱
事
務
機
械
販
売
を
設
立
し
た
の
は
一
九
六
〇
年
六
月
で
あ
る
。

三
菱
商
事
の
常
務
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
社
と
の
提
携
を
指
揮
し

た
木
場
貞
寿
は
、 

 

―
―
手
間
ひ
ま
の
か
か
る
機
械
の
面
倒
ま
で
、
商
事
本
体
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

と
考
え
た
。 

 

―
―
専
門
の
知
識
、
技
術
が
要
る
で
あ
ろ
う
。
商
事
の
社
員
は
他

の
部
署
へ
の
異
動
も
あ
る
。
販
売
実
績
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
の
給
与
体
系
も
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
別
に
専
門

の
会
社
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
い
う
結
論
を
出
し
た
。 

 

フ
ラ
ン
ス
に
「
ブ
ル
」
と
い
う
計
算
機
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
と
聞
い

た
半
年
後
に
三
菱
事
務
機
器
販
売
を
設
立
し
て
い
る
か
ら
、
せ
っ
か

ち
と
い
う
か
、
と
に
か
く
手
際
は
よ
か
っ
た
。 

 

七
三
年
二
月
の
こ
ろ
、
加
山
幸
浩
は
す
で
に
三
菱
商
事
に
戻
り
、

鉄
鋼
業
の
取
引
デ
ー
タ
交
換
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
奔
走
し
て
い
た
し
、

名
木
田
兵
二
も
富
士
通
フ
ァ
コ
ム
の
常
務
と
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２

３
０
―
６
０
を
使
っ
た
Ｔ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
腐
心
し
て
い
る

さ
な
か
だ
っ
た
。 

 

三
菱
事
務
機
器
販
売
は
当
の
木
島
貞
寿
が
社
長
と
し
て
陣
頭
指
揮

に
当
た
り
、「
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
・
ブ
ル
６
０
０
０
」
シ
リ
ー
ズ
と
三
菱
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電
機
の
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
８
０
」
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
、
西
ド
イ
ツ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
社
の
磁
気
テ
ー
プ
や
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
の
販
売
に
力
を

入
れ
て
い
た
。
従
業
員
は
六
百
人
、
年
商
規
模
は
二
百
億
円
に
達
し

て
い
た
。 

 

日
本
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ユ
ニ
バ
ッ
ク
と
は
別
に
、
三
井
物
産
は
産
業

機
械
部
の
情
報
産
業
機
械
課
が
周
辺
機
器
の
輸
入
販
売
を
手
が
け
て

い
た
。
販
売
の
専
門
会
社
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
六
八
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
翌
六

九
年
、
国
内
代
理
店
だ
っ
た
中
央
事
務
機
と
い
う
会
社
の
株
式
を
六

〇
％
取
得
し
、
社
名
を
「
東
洋
オ
フ
ィ
ス
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
改
め
た
。 

 

七
三
年
現
在
の
社
長
は
清
水
泉
、
従
業
員
数
は
約
二
百
人
、
年
商

規
模
は
四
十
億
円
で
あ
る
。
主
要
な
取
扱
い
品
目
は
ア
メ
リ
カ
の
シ

ア
コ
社
の
Ｃ
Ｏ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
、
ス
キ
ャ
ン
・
オ
プ
テ
ィ
ク
ス
社
の
Ｏ

Ｃ
Ｒ
、
サ
イ
コ
ー
社
の
キ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
だ
っ
た
。 

 

森
村
商
事
の
系
流
を
組
む
日
本
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、

略
称
「
Ｎ
Ｏ
Ａ
」
と
い
う
会
社
が
、
東
京
・
青
山
の
ハ
ザ
マ
ビ
ル
に

あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
カ
ー
ド
パ
ン
チ
装
置
な

ど
を
扱
っ
て
い
た
。 

 

七
二
年
の
四
月
、
こ
れ
を
伊
藤
忠
商
事
が
買
収
し
、「
伊
藤
忠
デ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
」
と
社
名
を
改
め
た
。
の
ち
伊
藤
忠
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
合
併
し
て
伊
藤
忠
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
（
Ｃ
Ｔ

Ｃ
）
と
な
る
。 

 

Ｎ
Ｏ
Ａ
は
よ
う
や
く
事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
業
績
も
上
向
き
だ
っ

た
か
ら
、
伊
藤
忠
商
事
に
よ
る
買
収
は 

 

―
―
資
金
力
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
た
乗
っ
取
り
。 

 

と
理
解
さ
れ
た
。 

 

初
代
社
長
に
就
任
し
た
中
川
敞
平
は
新
聞
社
の
取
材
に
こ
う
答
え

た
。 

 

「
乗
っ
取
り
と
言
わ
れ
る
が
、
実
情
は
違
う
。
Ｎ
Ｏ
Ａ
は
次
期
主

力
商
品
に
行
き
詰
ま
り
、
経
営
難
に
も
直
面
し
て
い
た
。
ま
た
伊
藤

忠
は
七
〇
年
か
ら
情
報
機
器
販
売
会
社
の
設
立
を
検
討
し
て
い
た
。

い
わ
ば
Ｎ
Ｏ
Ａ
の
救
済
策
で
あ
り
、
新
規
事
業
で
も
あ
っ
た
」 

 

伊
藤
忠
商
事
は
一
九
五
〇
年
代
に
航
空
機
事
業
部
が
真
空
管
式
計

算
機
「
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ク
ス
Ｇ
―
１
５
」
の
輸
入
販
売
を
手
が
け
、
六

〇
年
後
半
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ン
グ
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
ズ
社
が
開
発
し

た
ミ
ニ
コ
ン
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

七
三
年
の
時
点
で
伊
藤
忠
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
従
業
員
数
は
二

百
五
十
人
、
売
上
げ
は
四
十
億
円
、
主
要
な
取
扱
い
品
目
は
イ
ン
フ

ォ
レ
ッ
ク
ス
社
の
キ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
と
ワ
ン
グ
社
の
ミ
ニ

コ
ン
だ
っ
た
。
の
ち
に
同
社
社
長
と
な
る
森
本
慧
吾
は
取
締
役
、
佐

武
廣
夫
は
営
業
部
長
の
職
に
あ
っ
た
。 

 
大
手
商
社
を
バ
ッ
ク
に
持
た
な
い
〝
独
立
系
〞
で
健
闘
し
て
い
た

の
は
吉
沢
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン
ズ
と
理
経
で
あ
る
。 

 

吉
沢
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
シ
ン
ズ
の
前
身
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
吉
澤
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審
三
郎
が
設
立
し
た
吉
澤
機
器
で
あ
る
。
五
二
年
「
吉
澤
会
計
機
」

と
改
称
し
、
六
四
年
三
月
に
日
立
製
作
所
と
資
本
提
携
し
て
Ｒ
Ｃ
Ａ

社
の
計
算
機
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
が
、
七
一
年
九
月
、
日
立
と
の
資

本
関
係
を
解
消
し
た
。 

 

主
要
な
取
扱
い
品
目
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
（
の
ち
「
カ
ル
コ
ン
プ
」
と
改
称
）
が
開

発
し
た
プ
ロ
ッ
タ
ー
、
西
ド
イ
ツ
の
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
・
ウ
ン
ト
・
ウ
エ

バ
ー
社
が
作
っ
た
プ
リ
ン
タ
ー
附
属
装
置
だ
っ
た
。 

 

理
経
の
創
業
者
は
石
川
忠
造
と
い
っ
た
。 

 

北
京
大
学
卒
と
い
う
変
り
種
で
、
中
国
語
が
堪
能
と
い
う
だ
け
で

な
く
中
国
政
府
の
内
情
に
詳
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
外
務
省
に
入
り
、

長
く
北
京
駐
在
員
を
勤
め
た
。
五
七
年
の
六
月
、
東
京
の
西
新
橋
に

資
本
金
百
万
円
で
設
立
し
た
「
理
経
産
業
」
が
前
身
で
あ
る
。 

 

半
導
体
や
電
子
部
品
の
輸
入
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
計
測
機
器

や
試
験
装
置
に
手
を
広
げ
た
。
一
九
六
三
年
九
月
に
デ
ィ
ジ
タ
ル
・

イ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
社
と
提
携
し
、
ミ
ニ
コ
ン
「
Ｐ
Ｄ

Ｐ
」
シ
リ
ー
ズ
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
会
社
が
輸
入
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は
、
日
立
製
作
所
が
第

一
号
の
ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
皮
切
り
に
、
十
年
間
に
国
内

で
六
百
台
を
売
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
七
二
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
ク
パ
チ
ー
ノ
に
現
地
法
人
「
リ
ケ
イ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
」
を
設
立
し
て
い
た
。 

 

一
九
七
〇
年
代
の
情
報
機
器
・
周
辺
機
器
分
野
で
は
、
大
手
総
合

商
社
系
と
〝
独
立
系
〞
が
激
し
い
競
争
を
展
開
し
て
い
た
。
高
千
穂

交
易
は
そ
う
し
た
中
で
ト
ッ
プ
の
規
模
を
誇
っ
て
い
た
。
鍵
谷
は

「
第
二
の
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
」
を
ね
ら
っ
た
の
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
自
由
化
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 
  
 
 
 
 

四 
  

第
二
の
日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

日
本
ユ
ニ
バ
ッ
ク
は
三
井
物
産
と
ア
メ
リ
カ
の
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン

ド
社
の
合
弁
で
設
立
さ
れ
た
。
技
術
と
製
品
は
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド

社
の
も
の
だ
が
、
輸
入
は
三
井
物
産
が
行
い
、
経
営
権
も
物
産
が
握

っ
て
い
る
。 

 

バ
ロ
ー
ス
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
売
上
高
は
七
三
年
の
時
点
で
二

百
三
十
億
円
を
超
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
自
由
化
が
実
施
さ
れ
る
七

五
年
ま
で
に
は
五
百
億
円
規
模
に
広
が
る
と
予
測
さ
れ
た
。
そ
の
と

き
、
バ
ロ
ー
ス
社
は
お
そ
ら
く
一
〇
〇
％
出
資
の
子
会
社
を
設
立
す

る
か
、
大
手
・
中
堅
の
総
合
商
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
ぶ
に
違
い
な

い
。 

 
一
方
、
情
報
処
理
機
器
商
社
で
は
三
菱
事
務
機
器
販
売
が
ハ
ネ
ウ

ェ
ル
、
伊
藤
忠
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
ズ
が
ワ
ン
グ
、
吉
沢
ビ
ジ
ネ
ス
・

マ
シ
ン
ズ
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
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（
カ
ル
コ
ン
プ
）、
理
経
が
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
イ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
、

兼
松
が
ニ
ク
ス
ド
ル
フ
と
い
う
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
軸
に
な
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
手
に
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
高
千
穂
交
易
は
、
バ
ロ
ー
ス
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
除
い
た
売
上
高
は
六
十
億
円
に
過
ぎ
ず
、
か
つ
そ
れ
に
代
る
主
力

製
品
が
な
い
。
す
る
と
高
千
穂
交
易
は
ど
う
な
る
か
。 

 

で
あ
れ
ば
、
早
い
う
ち
に
合
弁
会
社
を
作
る
に
如
か
ず
で
あ
る
。

バ
ロ
ー
ス
社
の
直
接
進
出
を
抑
え
、
経
営
権
を
引
き
続
き
握
る
。
そ

う
す
れ
ば
高
千
穂
交
易
は
バ
ロ
ー
ス
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
販
売
だ

け
で
や
っ
て
行
け
る
で
あ
ろ
う
。 

 

十
一
月
十
九
日
、
鍵
谷
は
記
者
を
集
め
て
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。 

 

「
高
千
穂
交
易
は
、
今
年
二
月
一
日
に
設
立
し
た
株
式
会
社
高
千

穂
バ
ロ
ー
ス
に
米
バ
ロ
ー
ス
社
が
五
〇
％
の
出
資
を
行
う
こ
と
で
、

バ
ロ
ー
ス
社
と
合
意
し
ま
し
た
」 

 

記
者
た
ち
は
ど
よ
め
い
た
。 

 

高
千
穂
バ
ロ
ー
ス
を
設
立
し
た
と
き
、
鍵
谷
は
「
む
り
、
む
り
」

と
一
笑
に
付
し
た
。
資
本
が
自
由
化
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
や

れ
ば
合
弁
会
社
に
で
き
る
の
か
、
と
言
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。 

 

会
見
で
さ
ら
に
鍵
谷
は
言
っ
た
。 

 

「
え
ー
、
具
体
的
に
は
で
す
ね
、
高
千
穂
バ
ロ
ー
ス
の
資
本
金
を

十
一
億
円
か
ら
二
十
八
億
円
に
増
資
し
、
そ
の
五
〇
％
を
バ
ロ
ー
ス

社
に
譲
渡
い
た
し
ま
す
」 

 

記
者
た
ち
は
耳
を
疑
っ
た
。 

 

発
足
し
た
と
き
の
資
本
金
は
一
億
七
千
万
円
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

そ
れ
が
い
つ
の
間
に
十
一
億
円
に
膨
ら
ん
で
い
た
の
か
。
そ
の
資
金

は
ど
こ
か
ら
出
た
の
か
。
記
者
た
ち
が
抱
い
た
疑
問
は
当
然
だ
っ
た
。 

実
を
い
え
ば
鍵
谷
は
こ
の
た
め
に
、
金
融
機
関
か
ら
か
な
り
の
無
理

な
借
金
を
し
た
。 

 

翌
七
四
年
、
バ
ロ
ー
ス
社
は
高
千
穂
バ
ロ
ー
ス
に
五
〇
％
の
出
資

を
行
っ
た
が
、
鍵
谷
は
借
入
金
の
返
済
に
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
鍵
谷
が
個
人
と
し
て
保
有
す
る
株
式
の
譲
渡
交
渉
は

ひ
そ
や
か
に
行
わ
れ
、
結
果
と
し
て
高
千
穂
バ
ロ
ー
ス
か
ら
「
高
千

穂
」
の
名
が
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

七
五
年
四
月
、
こ
こ
に
バ
ロ
ー
ス
社
の
日
本
法
人
「
バ
ロ
ー
ス
株

式
会
社
」
が
発
足
し
た
。 

 

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

バ
ロ
ー
ス
社
は
、 

 

―
―
当
社
以
外
の
メ
ー
カ
ー
の
製
品
は
、
別
会
社
で
扱
っ
て
も
ら

い
た
い
。 

 
と
申
し
入
れ
た
。 

 
こ
の
た
め
に
鍵
谷
は
「
未
来
事
業
部
」
の
寺
田
光
弘
を
社
長
に
漢

字
プ
リ
ン
タ
ー
や
プ
ロ
ッ
タ
ー
な
ど
を
販
売
す
る
「
昭
和
情
報
機
器

株
式
会
社
」、
村
上
光
弘
を
社
長
に
デ
ー
タ
ポ
イ
ン
ト
社
の
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
機
器
な
ど
を
扱
う
「
千
代
田
情
報
機
器
株
式
会
社
」
を
そ
れ

ぞ
れ
設
立
し
た
。
高
千
穂
交
易
は
バ
ロ
ー
ス
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ

け
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ロ
ー
ス
社
は
日
本
法
人
社
長
の
座
か
ら
鍵

谷
を
追
い
出
し
、
事
業
本
部
長
だ
っ
た
上
田
博
一
を
代
わ
り
に
据
え

る
こ
と
に
し
た
。
加
え
て
バ
ロ
ー
ス
社
の
対
日
進
出
を
機
に
、
現
場

の
幹
部
た
ち
が
高
千
穂
交
易
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
営
業
部
長
だ
っ

た
北
村
亘
が
「
ビ
ッ
ク
情
報
機
器
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
の
は
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
弱
り
目
に
た
た
り
目
だ
っ
た
。 

 

裏
事
情
を
知
る
情
報
通
は
、
そ
の
資
金
の
一
部
が
鍵
谷
個
人
の
資

産
形
成
に
流
れ
た
と
す
ら
言
っ
た
。 

 

銀
座
に
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
と
い
う
高
級
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

鍵
谷
は
、
か
ね
て
か
ら 

 

―
―
ど
う
せ
接
待
で
ど
こ
か
を
使
う
の
な
ら
、
自
前
で
ク
ラ
ブ
の

一
つ
も
持
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
。 

 

と
冗
談
め
か
し
て
言
っ
て
い
た
。 

 

そ
こ
に
資
金
が
流
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
だ
っ
た
。 

 

な
る
ほ
ど
そ
れ
も
一
つ
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。 

 

「
い
や
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
は
ね
、
鍵
谷
さ
ん
が
作
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」 

 

と
言
う
の
は
、
前
出
の
八
木
俊
昭
で
あ
る
。 

 

「
名
前
は
言
え
な
い
が
、
他
の
人
が
鍵
谷
さ
ん
の
名
義
で
や
っ
た

よ
う
な
も
の
で
ね
。
鍵
谷
さ
ん
は
そ
の
後
始
末
に
追
わ
れ
た
方
で
す

よ
」 

 

真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
ら
な
い
。 

 

と
も
あ
れ
高
千
穂
交
易
の
事
業
基
盤
は
一
気
に
弱
体
化
し
て
し
ま

っ
た
。
日
本
Ｓ
Ｄ
Ｃ
を
吸
収
合
併
す
る
な
ど
、
高
千
穂
交
易
グ
ル
ー

プ
を
再
編
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

Ｂ
６
７
０
０ 

主
記
憶
容
量
が
最
小
一
六
キ
ロ
ワ
ー
ド
、
最
大
一
〇
四
八
キ

ロ
ワ
ー
ド（
一
ワ
ー
ド
四
八
ビ
ッ
ト
）、外
部
記
憶
装
置
四
八
〇
メ
ガ
バ
イ
ト
、

カ
ー
ド
読
取
性
能
一
四
〇
〇
枚
／
分
と
い
う
大
型
機
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

言
語
は
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
、
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
、
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
の
三
種
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
。
日
本
で
の
月
額
レ
ン
タ
ル
料
金
は
最
小
構
成
で
一
千
八
十
万
円
、

最
大
構
成
で
六
千
四
百
八
十
万
円
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。 

Ｍ
Ｃ
Ｐ 

M
aster Control Program

：
全
面
的
に
コ
ン
パ
イ
ラ
言
語
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
パ
ロ
ア
ル
ト

研
究
所
で
パ
ソ
コ
ン
の
原
型
「
ア
ル
ト
」
を
設
計
し
た
ア
ラ
ン
・
ケ
イ
は
、

「
最
初
の
現
代
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
で
あ
っ
た
」

と
評
し
て
い
る
。 

聖
な
る
山 

『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
の
表
記
は
「
高
千
穂
の
櫛
降
峰
」

で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
高
千
穂
」
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
く
、「
幾
千
山
も
の

奥
の
高
く
そ
び
え
た
」と
い
う
形
容
詞
と
考
え
て
い
い
。本
来
は「
櫛
降
峰
」

が
聖
な
る
山
の
意
味
だ
が
、
櫛
降
の
意
味
が
失
わ
れ
高
千
穂
が
残
っ
た
。 

Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Com
puter O

utput M
icrofilm

：
重
要
な
文
書
や
図
面
を
保
管

す
る
た
め
高
精
細
な
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
、
こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
検
索

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
過
去
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
の
記
事
検
索
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
。 

森
本
慧
吾 

も
り
も
と
・
け
い
ご
／
１
９
２
５
〜 

：
大
阪
市
に
生
ま
れ
、

大
阪
工
業
大
学
を
出
て
伊
藤
忠
商
事
に
入
っ
た
。五
四
年
か
ら
六
九
年
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
駐
在
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
支
店
長

の
と
き
ア
ン
チ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場

へ
の
参
入
が
認
可
さ
れ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
社
の
技
術

計
算
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
サ
イ
バ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を
見
た
。
帰
国
し
て
電
子

機
器
部
長
に
就
任
す
る
と
、
た
だ
ち
に
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
と
提
携
交
渉
に
入
り
、
日

本
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
長
に
就
任
し
た
。 

佐
武
廣
夫 

さ
た
け
・
ひ
ろ
お
／
１
９
３
１
〜 

：
東
京
に
生
ま
れ
、
五
二

年
明
治
大
学
商
学
部
を
出
て
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
に
入
っ
た
。
七
一
年
伊
藤
忠
商
事

に
移
り
七
二
年
伊
藤
忠
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
営
業
部
門
を
統
括
し
た
。
七
三

年
取
締
役
、
八
六
年
常
務
、
九
二
年
副
社
長
、
九
四
年
社
長
。
九
九
年
Ｃ
Ｔ

Ｃ
を
東
証
第
１
部
に
上
場
し
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
会
長
と
な
っ
た
。
サ
ン
・

マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
ち
早
く

日
本
に
紹
介
し
た
。 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社 

の
ち
に
「
カ
ル
コ

ン
プ
」
と
社
名
を
改
め
た
。
製
図
用
プ
ロ
ッ
タ
ー
や
大
型
プ
リ
ン
タ
ー
の
専

門
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。 

昭
和
情
報
機
器 

七
三
年
一
月
、
資
本
金
一
千
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
当
初

か
ら
漢
字
処
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
５
４
０
０
」
を
販
売
し
た
。
以
後
、
図
形
処

理
シ
ス
テ
ム
や
バ
ー
コ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
、
カ
ー
ド
発
行
シ
ス
テ
ム
な
ど
に

事
業
を
広
げ
た
。 

千
代
田
情
報
機
器 

七
二
年
十
二
月
設
立
で
、
デ
ー
タ
通
信
機
器
の
販
売
を

中
心
に
成
長
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
株
式
公
開
と
と
も
に
社
名
を
「
ア
イ
テ
ィ

フ
ォ
ー
」
に
変
更
し
た
。 

北
村 

亘 

き
た
む
ら
・
わ
た
る
：
七
六
年
十
一
月
に
高
千
穂
交
易
か
ら
独

立
し
て
「
ビ
ッ
ク
情
報
機
器
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。
独
立
に
際
し
て
Ｔ

Ｄ
Ｃ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
創
業
者
の
野
﨑
克
己
に
相
談
し

た
。
二
〇
〇
三
年
社
名
を
「
ビ
ッ
ク
情
報
」
に
変
更
し
た
。 
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